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〈研究ノート〉
大学生の英語音声習得の現状と教授者の問題点
前　田　　　浩
A Study of How Well University Students Have
Acquired English Pronunciation, with Reference
to Some Problems of English Teachers
Hiroshi MAEDA
Niijima Gakuen Junior College
Takasaki, Gunma 370-0068, Japan
要　　　旨
大学生に音声習得の現状に関するアンケート調査を行った。本稿では，その調
査結果の一部を報告し，中学校英語教師に代表される教授者の問題点を探ること
にする。
Abstract
I examined how well university students have acquired English pronunciation
by conducting a survey. In this article I report part of the survey results and
explore some problems of English teachers that they have revealed.
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０．はじめに
私が英語を習い始めた40年前と比べ，英語の音声教材は質，量ともにはるかに向上
したにもかかわらず，授業で接していると，大学生の音声習得状況は必ずしもそれに
比例して向上していないように思われる。そこで，大学生に音声習得に関するアンケ
ート調査を行い，１その結果づき，大学生の音声習得の現状を明らかにすると同時に
主として中学校英語教師に代表される教授者の問題点を探ることにする。２
１．アンケ－ト調査
大学生の代表として，私が非常勤講師として教えている都留文科大学の「英作文Ⅱ
Ｂ」，「英作文ⅡＣ」，「英文法ⅡＢ」の履修者計184名の学生にアンケート調査を行な
った。学科ごとの履修者の内訳は（１）のようである。
（１）ａ．英文学科：134名（１年生107名，２年生14名，３年生12名，４年生１名）
ｂ．初等教育学科：31名（１年生4名，２年生18名，３年生３名，４年生６名）
ｃ．比較文化学科：17名（１年生14名，２年生１名，３年生２名，４年生０名）
ｄ．社会学科：２名（１年生０名，２年生１名，３年生０名，４年生１名）
ここで履修科目に関して補足説明をしておこう。まず，「英作文ⅡＢ」，「英作文Ⅱ
Ｃ」は英文学科の１年次配当科目で，同一科目であるが，クラス指定となっており，
前者はＢクラス，後者はＣクラス向けの科目である。履修者数はともに30名程度で，
ほとんどが英文学科の学生である。「英文法ⅡＢ」は同じく英文学科の１年次配当科
目であるが，英語の教職免許の必須科目となっているため，その目的のために他学科
の学生も履修している。履修者数は150名程度である。一部，「英作文」と「英文法」
の両方の科目を履修している学生がいるが，アンケートは重複しないように配慮して
実施した。専門性という観点から，英文学科と他学科とを分け集計結果を表示し，議
論を行なうことにする。
アンケートの具体的な内容に関しては，それぞれの議論の際に言及するが，発音を
表記させる場合は，カタカナ書きで表記させ，発音記号の書ける学生には発音記号で
も併記させた。設問によっては複数回答を認めており，また，一部の学生は一部の設
問に回答しなかった場合があり，結果の合計が必ずしも100％になっていない場合が
あることをお断りしておく。また，カタカナ表記の場合，表記方法に多少ばらつきが
あるが，常識的な範囲で同じ発音を表していると判断される場合はまとめて集計して
あることを補足しておく。
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２． Again と against の発音
Again の発音は典型的には と の２通りの発音があり，同じく，
against の発音は典型的には と の２通りの発音があるが，英語
母語話者の発音をよく観察すると，ともに，前者の発音が優勢で，後者の発音が劣勢
である印象を受ける。このことは英語の辞書の記述からも明らかである。どの辞書も
多かれ少なかれ同様な記述なので，代表として，again の COBUILD５ の記述を（2a）
に，『ジーニアス』の記述を（2b）に，また，against の COBUILD５ の記述を（3a）
に，『ジーニアス』の記述を（3b）にそれぞれ引用する。
（２）ａ．
ｂ．
（３）ａ．
ｂ．
（２），（３）の記述の順序から，again に関しては という発音が優勢で，
という発音が劣勢であり，against に関しては という発音が優勢
で， という発音が劣勢であることがわかる。
ところが，不思議なことに，日本で英語教育を受けて来るとなぜかほとんどが劣勢
発音を習得してくることに気づく。では，again と against に関するアンケート結果
を見てみることにする。アンケートでは，被験者に again と against の自分自身の発
音をカタカナで表記してもらった。その結果，again に関して「アゲン」と優勢発音
をすると答えた学生と「アゲイン」と劣勢発音をすると答えた学生の割合は（４）の
ようになる。
（４）ａ．英文学科：優勢発音；11.9％（16/134）vs. 劣勢発音；87.3％（117/134）
ｂ．他 学 科：優勢発音；2.0％（1/50）vs. 劣勢発音；96.0％（48/50）
専門性から他学科より英文学科の学生の方が優勢発音をする学生の割合が高いが，い
ずれの学科の学生も優勢発音をする割合が圧倒的に少ないことがわかる。
Against に関しても同様の調査を行なったので，その結果を見てみよう。「アゲン
スト」と優勢発音をすると答えた学生と「アゲインスト」と劣勢発音をすると答えた
学生の割合は（５）のようになる。
（５）ａ．英文学科：優勢発音；37.3％（50/134）vs. 劣勢発音；62.7％（84/134）
［ə㷅éinst］
［ə㷅énst］［ə㷅éin］
［ə㷅én］
［ə㷅en, ə㷅e㸍n］
［ə㷅én, 㸍-, -㷅é㸍n,  ｟米＋｠ -㷅㸍n］
［ə㷅enst, ə㷅e㸍nst］
［ə㷅ènst, 㸍-, -㷅è㸍nst, ｟米＋｠  -㷅㸍́nst］
［ə㷅éinst］［ə㷅énst］
［ə㷅éin］［ə㷅én］
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ｂ．他 学 科：優勢発音；16.0％（8/50）vs. 劣勢発音；78.0％（39/50）
Again ほどではないにしても，again と同様に，劣勢発音を習得してくる割合が高い
ことが明らかになった。
３．発音の影響力
では，なぜ日本で英語教育を受けると，again や against に関し，劣勢発音を習得
してくるのかという疑問がわいてくる。そこで，学習者の again や against の発音に
影響を与えた人物等に関して，①学校の教師，②塾・予備校の教師，③独学，④その
他という４つの選択肢を設定し，アンケート調査を行なった。
Again の発音に関しては，英文学科では（６）の結果が，他学科では（７）の結果
が得られた。
（６）英文学科
ａ．学校の教師：73.1％（98/134）
ｂ．塾・予備校の教師：11.2％（15/134）
ｃ．独学：14.9％（20/134）
ｄ．その他：6.7％（9/134）
（７）他学科
ａ．学校の教師：90.0％（45/50）
ｂ．塾・予備校の教師：6.0％（3/50）
ｃ．独学：4.0％（2/50）
ｄ．その他：2.0％（1/50
また，against の発音に関しては，英文学科では（８）の結果が，他学科では（９）
の結が得られた。
（８）英文学科
ａ．学校の教師：71.6％（96/134）
ｂ．塾・予備校の教師：10.4％（14/134）
ｃ．独学：17.9％（24/134）
ｄ．その他：4.5％（6/134）
（９）他学科
ａ．学校の教師：84.0％（42/50）
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ｂ．塾・予備校の教師：8.0％（4/50）
ｃ．独学：6.0％（3/50）
ｄ．その他：4.0％（2/50）
英語学習開始時期の話なので，また，自己の内省に基づいているため，どの程度結果
に信憑性があるかはわからないが，一応（６），（７）や（８），（９）の結果を尊重す
るなら，again か against によって，あるいは，学科によって若干の違いがあるが，
学習者は学校（おそらく中学校）の教師の発音の影響をもっとも受けていると考えら
れる。すると，学校の英語教師の多くが again や against を劣勢発音で発音している
という帰結が得られる。劣勢発音であっても決して間違いという訳ではないので，こ
のこと自体を大きな問題にするつもりはないが，やはり語学教師は自分の英語が学習
者にとってモデルになっているというプロ意識を持つべきであり，英語教師はより標
準的な英語の発音をするのが望ましいと考えられる。その意味で日本の中学校英語教
師は，英語母語話者の英語を観察することを怠り，語学教師としてのプロ意識に若干
欠けるのではないかとうい結論に達する。
４．発音の影響力と again/against の発音
本節では，前節で見た発音の影響力と again や against の発音との関係について考
察する。（10）は英文学科の学生に関して，（11）は他学科の学生に関してそれぞれ影
響力別にagain の優勢発音と劣勢発音の割合を示したものである。
（10）英文学科
ａ．学校の教師：優勢発音；7.1％（7/98）vs. 劣勢発音；91.8％（90/98）
ｂ．塾・予備校の教師：優勢発音；6.7％（1/15）vs. 劣勢発音；86.7
（13/15）
ｃ．独学：優勢発音；30.0％（6/20）vs. 劣勢発音；70％（14/20）
ｄ．その他：優勢発音；33.3％（3/9）vs. 劣勢発音；66.7％（6/9）
（11）他学科
ａ．学校の教師：優勢発音；4.4％（2/45）vs. 劣勢発音；95.6％（43/45）
ｂ．塾・予備校の教師：優勢発音；0.0％（0/3）vs. 劣勢発音；100.0（3/3）
ｃ．独学：優勢発音；0.0％（0/2）vs. 劣勢発音；100.0％（2/2）
ｄ．その他：優勢発音；0.0％（0/1）vs. 劣勢発音；100.0％（1/1）
（８）の結果に見られるように，英文学科の場合は，その専門性から，他学科と比較
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して発音を独学やその他の方法で習得した学生の割合が高い。３それらの集団は，
（10c），（10d）に見られるように，優勢発音の割合が（4a）の「優勢発音：11.9％
（16/134）vs.劣勢発音：87.3％（117/134）」という割合よりも明らかに高い数値が認
められる。したがって，学校の教師や塾・予備校の教師の影響を受けた学生と比較し，
独学やその他の方法で発音を習得した学生の方が生の実際の英語を習得している確率
が高いことがわかる。一方，他学科の場合は，被験者の数が多くないのと，独学やそ
の他の方法で習得した学生の数が著しく少ないので，明確な傾向が出なかった。
Against の発音に関しても同様の調査を行なった。結果を，（12），（13）に提示す
る。
（12）英文学科
ａ．学校の教師：優勢発音；32.3％（31/96）vs. 劣勢発音；67.7％（65/96）
ｂ．塾・予備校の教師：優勢発音；35.7％（5/14）vs. 劣勢発音；64.3％
（9/14）
ｃ．独学：優勢発音；58.3％（14/24）vs. 劣勢発音；41.7％（10/24）
ｄ．その他：優勢発音；66.7％（4/6）vs. 劣勢発音；33.3％（2/6）
（13）他学科
ａ．学校の教師：優勢発音；16.7％（7/42）vs. 劣勢発音；81.0％（34/42）
ｂ．塾・予備校の教師：優勢発音；25.0％（1/4）vs. 劣勢発音；75.0（3/4）
ｃ．独学：優勢発音；33.3％（1/3）vs. 劣勢発音；66.7％（2/3）
ｄ．その他：優勢発音；0.0％（0/2）vs. 劣勢発音；100.0％（2/2）
英文学科の場合は，again と同様に，発音を独学やその他の方法で習得した学生は，
（12c），（12d）に見られるように，優勢発音の割合が（5a）の「優勢発音：37.3％
（50/134）vs. 劣勢発音：62.7％（84/134）」という割合よりも明らかに高い数値が認
められる。一方，他学科場合は，やはり被験者の数が多くないのと，独学やその他の
方法で習得した学生の数が著しく少ないので，数字に信憑性がなく，明確な傾向を窺
い知ることがでなかった。
繰り返しになるが，英文学科生のアンケート結果を見る限りにおいて，英語の発音
に関して，学校の教師や塾・予備校の教師の影響を受けた学生と比較し，独学やその
他の方法で発音を習得した学生の方が生の実際の英語を習得している確率が高く，両
者の間に相関関係があるという結論に達する。
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５．教授者の問題点
３節で教師側の問題点に触れたが，本節では have to と of course に関する指導上
の問題点についてアンケート結果を基に考察する。
おそらく，多くの学校では have to の発音が と，of course の発音が
と発音され，have と of の語末の発音が通常の［v］ではなく［f］と発音さ
れることを教えているように思われる。
この言語事実を習ったかアンケート調査をすると，have to に関しては（14），（15）
の結果が得られた。
（14）英文学科
ａ．学校で習った。：81.3％（109/134）
ｂ．塾・予備校で習った。：22.4％（30/134）
ｃ．習わなかった。：6.7％（9/134）
ｄ．独学で勉強した。：3.0％（4/134）
（15）他学科
ａ．学校で習った。：90.0％（45/50）
ｂ．塾・予備校で習った。：12.0％（6/50）
ｃ．習わなかった。：8.0％（4/50）
ｄ．独学で勉強した。：2.0％（1/50）
また，of course に関しては（16），（17）の結果がそれぞれ得られた。
（16）英文学科
ａ．学校で習った。：69.4％（93/134）
ｂ．塾・予備校で習った。：13.4％（18/134）
ｃ．習わなかった。：20.9％（28/134）
ｄ．独学で勉強した。：4.5％（6/134）
（17）他学科
ａ．学校で習った。：76.0％（38/50）
ｂ．塾・予備校で習った。：10.0％（5/50）
ｃ．習わなかった。：20.0％（10/50）
ｄ．独学で勉強した。：2.0％（1/50）
学科によって若干数値が違うが，have to に関しては80％以上が，of course に関して
［əfkɔ́ːs］
［hǽftə］
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はほぼ70％以上が学校で習ったとしている。
そして，「教わることと知っていることは別物である」という観点から，一応実際
にこの事実を知っているかどうかアンケート調査を行った。すると，have to に関し
ては（18）の結果が，of course に関しては（19）の結果が得られ，平均すると実に
90％以上もの学生がこの事実を知っており，この言語事実が学習事項として定着して
いることがわかる。
（18）ａ．英文学科：95.5％（128/134）
ｂ．他学科：92.0％（46/50）
（19）ａ．英文学科：94.0％（126/134）
ｂ．他学科：88.0％（44/50）
しかしながら，この事実は音声学でいう「同化」（assimilation）という現象であり，
ここで取り上げた２つはこの現象のさまざまな事例のごく一部に過ぎない。念のた
め，ここで同化現象の基本をおさらいしておくことにする。
（20）ａ．進行同化（progressive assimilation）
ｂ．逆行同化（regressive assimilation）
ｃ．融合同化（coalescent assimilation）
（松坂，1986: 137－141）
同化現象には，（20）のように，先行する音が後続する音に影響を与える「進行同化」，
後続する音が先行する音に影響を与える「逆行同化」，先行する音が継続する音と相
互に影響し合う「融合同化」の３種類がある。Have to と of course の場合は，先行
する有声音［v］が後続する無声音［t］や［k］の影響を受け，無声化され［f］とな
る逆行同化の現象である。
したがって，have to や of course は自然のスピード（いわるる｢ナチュラルスピー
ド｣）で発音すれば，［v］と発音しているつもりでも，実際には［f］の音になってし
まうのである。したがって，私はこの現象を教室で教える必要はないと考える。仮に
この現象を教えるとするなら，同様の音変化の現象はごまんとあり，収拾がつかなく
なってしまう。なぜかという現象の本質を教えず，単なる結果だけを教えても，言語
感覚は養成されないように思われる。それだけには留まらず，弊害を生んでいると言
っても過言ではない。具体的な事例を見てみよう。
Have to を と of course を と発音すると教えると，そう発音しない［əfkɔ́ːs］［hǽftə］
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と誤りであるとうい印象を与えてしまうことになる。Have to の have を［hæv］と
発音したらそれを誤りだと思うかアンケート調査をしたところ，（21），（22）の結果
が得られた。
（21）英文学科
ａ．誤りである。：58.2％（78/134）
ｂ．誤りでない。：41.8％（56/134）
（22）他学科
ａ．誤りである。：50.0％（25/50）
ｂ．誤りでない。：50.0％（25/50）
同様に，of course の of を［ v］と発音したらそれを誤りだと思うかという調査に対
しては，（23），（24）の結果が得られた。
（23）英文学科
ａ．誤りである。：72.4％（97/134）
ｂ．誤りでない。：26.1％（35/134）
（24）他学科
ａ．誤りである。：66.0％（33/50）
ｂ．誤りでない。：34.0％（17/50）
「誤りか」と聞かれると「誤りならばそのような質問はしないはずだ」と考える心理
的要因が関係しているためか，予想よりやや低めの値が出たが，表現ごと学科ごとで
多少値が違うものの，50％以上の学生がこれらの発音を誤りとみなしてしまうという
結果が得られた。このような認識は言語の本質から逸脱した認識であり，学習者にそ
のような誤った認識をさせてしまい，間違った認識は言語感覚の養成の妨げとなる。
その意味で現行の教え方は弊害として挙げられるように思われる。
また，英語の語は，内容語（content word）と機能語（function word）に分けら
れる。安藤・樋口（1991: 306）は，これらに関して，Word（語）という項目で（25）
のように記述している。
（25）意味と機能の観点からは，内容語（content word）と機能語（function
word）とに大別される。内容語は語彙的意味を持つ語であり，名詞・動
詞・形容詞・副詞が含まれる。これに対し，機能語は，意味内容が希薄で，
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主として文法関係を表す語であり，冠詞・前置詞・代名詞・助動詞・接続詞
が含まれる。機能語の多くは文中では，普通，弱形（WEAK FORM）で発
音される。
機能語は通例「弱形発音」（weak form）をするが，際立たせる場合は「強形発音」
（weak form）をする。したがって，機能語の発音は文脈で変化するのだが，このよ
うな英語発音における弾力的指導は日本の学校ではなされておらず，語と発音があた
かも一対一で対応するかのごとく教えられるように思われる。
この点に関して，不定冠詞を例に取り上げ，アンケート調査を行った。都留文科大
学英文学科の１年生の「英作文Ⅱ」（後期開講）の履修者43名（前期開講の「英文法
Ⅰ」の授業でこの話をしたので，その授業を履修した学生を除く）に，（26）の英文
を学校で発音練習をするときのように一語一語丁寧に発音するとどうなるかカタカナ
で（発音記号が書ける学生には発音記号でも）表記させた。
（26）This is a pen.
当然この場合，英語母語話者の感覚があれば，不定冠詞のaは強形発音で「エイ」
（［ei］）と発音されるが，この感覚を備えている学生は9.3％（4/43）に過ぎなかった。
予想通り，ここでも英語の発音指導上の問題点が浮き彫りになった。
６．まとめ
大学生の英語音声習得状況から明らかになる教授者側の問題点に関して概観してき
た。その結果，大学生の音声習得に関し，（27）のような事実が明らかになった。
（27）ａ．again や against に関して，日本で英語教育を受けると学習者はなぜか
劣勢発音を習得する傾向がある。
ｂ．学習者の発音にもっとも影響を与えるのは学校の教師（常識的には，中
学校英語教師）である。
ｃ．again や against に関して，英語の発音を独学や他の方法で習得した学
習者は学校や塾・予備校で習得した学習者よりも優勢発音を習得する割
合が高い。
また，大学生の音声習得の現状から教授者の問題点として，（28）のような事実が明
らかになった。
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（28）ａ．自分が「モデル」になっているという自覚が教授者に欠落している。
ｂ．英語音声に関する基本的な知識が教授者に欠落している。
これらの問題点を解決するには（29）のようなことが求められる。
（29）ａ．教授者自身が生の英語に接し，それを観察し，できるだけ標準的な英語
を習得し，それを話すように心がけること。
ｂ．教授者に英語音声に関するきちんとした研修を受けさせ，本当の意味で
の「プロの言語教師」を養成すること。
（29a）は教授者自身の側の問題で，（29b）は雇用者側の問題であるが，日本の英語
教育の質的レベルを高めるためには急務であるように思われる。
注
１．本稿では，アンケート調査のうち，主に教授者の問題に関係するごく一部のみを取り上げ
ることにする。残りの部分は稿を改めて取り上げることにする。
２．タイトルでは「大学生」と一般化したが，実際には都留文科大学の学生を指している。た
だし，都留文科大学は山梨県の都留市にある公立大学で，全国津々浦々から学生が集まっ
て来ている現状を鑑みると，過度の一般化ではないように思われる。また，タイトルでは
「音声習得」としたが，実際には，語レベルの音声習得（一般的な表現で言うと「単語の
発音」）に限定される。
３．アンケートで選択肢の「その他」を選択した学生に，具体的に記述をしてもらったところ
（ｉ）のような回答が得られた。
（ｉ）ａ．アメリカで（２）
ｂ．ニュージーランドで
ｃ．電子辞書
ｄ．音声教材
ｅ．CD（２）
ｆ．テレビ
ｇ．歌
ｈ．英語を話していた友人
ｉ．英語音声学
引用文献
安藤貞雄・樋口昌幸（1991）『英文法小事典』東京：北星堂．
松坂ヒロシ（1986）『英語音声学入門』東京：研究社．
